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2024-2025 年度 国際ロータリー会長： ステファニーA.アーチック 

地区ガバナー：寒郡 茂樹  第 5 グループガバナー補佐：榎本 守男   会長：橋本 郁男 

会長エレクト：荒木 行雄   副会長：薄  雅幸   幹事：斉藤 真己   副幹事：津留 三枝子 

 

【司会進行】荒木 行雄 SAA 

【点 鐘】橋本 郁男 会長 

【ソ ン グ】我らの生業 

【開会の挨拶】勝畑 元宏 会員 

 
皆さま、こんにちは。歴代会長の勝畑です。 

本日は、今年度最終例会の締めくくりとして、

一年を振り返りながら「奉仕」について少しお

話しさせていただきます。 

実を言うと、当初は「奉仕とは」などと大上段

に構え、社会を変えるとか、地域に光を当てる

とか、人を動かすとか、そういった“それっぽい”

話をしようと準備していたのですが、やめまし

た。 

なぜかと申しますと、今月、私の自宅の敷地で

イノシシが2頭、箱縄にかかったからです。 

仕掛けたのは、当クラブの小川会員。狩猟免許

を持ち、地域の自然との最前線に日々立ってい

るロータリアンです。 

南総地域では、イノシシによる獣害が年々深刻

化しています。田んぼに入られれば、稲は踏み

倒され、畦は壊れ、水は濁る。 

農家の方々の手間も収穫も、一晩で台無しにな

ります。 

ただ、問題は田んぼだけではありません。 

人が入らなくなった里山が荒れ、動物たちとの

距離が崩れ、環境そのものが壊れ始めている。 

イノシシの出没は、その象徴でもあります。 

今年はコメ不足も話題になりました。 

物流や天候の影響もありますが、こうした地域

レベルでの農業環境の悪化も、 

間違いなくその一端を担っているのではないか

と感じています。 

さて、そのイノシシ。命は無駄にできません。 

解体していただき、私はありがたくお肉をいた

だきました。 

まず、取りかかったのが「血抜き」です。 

もらったその日のうちに、作業開始。 

塩を入れた水で、何度も、何度も、揉んでは流

し、揉んでは流し。 

まるで何かの儀式のように、延々と洗い続けま

した。 

本日の予定 第1回例会 7月7日 

認証状引継ぎ、前年度100%出席者表彰 

会長・幹事挨拶 「新年度を迎えて」 

荒木会長・津留幹事 



そしてようやく料理に着手。 

まずは、王道の「塩・コショウ・ハーブ焼き」。

香り高く、柔らかく、文句なしの美味しさ。 

次にカレー。スパイスがほどよく野趣を包み込

んで、深い味わい。 

さらに鍋。出汁がよく出て、心も体も温まりま

した。 

……調子に乗って、再び塩・コショウ・ハーブ

焼きに挑戦しました。 

今回は冷凍しておいた部位を解凍して使ったの

ですが、どうも解凍の仕方が悪かったようで、 

においが残ってしまい、せっかくの料理がちょ

っと残念な仕上がりに。 

あれは正直、もう一度やり直したい一皿でした。 

でも、そんなふうに“うまくいかないことも含め

て”受け止める。 

それもまた、奉仕のかたちかもしれません。 

奉仕とは、何か偉いことをするのではなく、 

目の前の現実に手を入れること。泥くさくても、

やることに意味がある。 

そう思わせてくれた一年でした。 

ロータリーが掲げる「環境の保全」も、山や海

だけでなく、足元の田んぼや里山にこそ、その

実践の場があると感じています。 

来年度も、それぞれが自分のスタイルで、地に

足のついた奉仕を積み重ねていきましょう。 

以上、イノシシと格闘し、最後には焼きに失敗

した男からの、締めのごあいさつでした。 

ありがとうございました。 

 

【幹事報告】斉藤 真己 幹事 

≪連絡事項≫ 

・次週7月7日は次年度第1回目の例会です。よ

ろしくお願いします。 

 例会前11時30分～定例理事会がありますので

次年度理事、役員の方は 

 よろしくお願いします。 

 

【その他委員会報告】 

津留 三枝子 次年度幹事 

次年度補助金プロジェクトの出欠を回覧します

ので、よろしくお願いいたします。1回の開催

で 6名程参加いただけると助かります。 

 

薄 雅幸 会員 

8/1(金)納涼祭の資料を配布しました。出欠をと

りますので、よろしくお願いいたします。 

 

✿私の記念日✿ 

津留 三枝子 会員(6/29 誕生日) 

 
誕生日にきれいなお花をありがとうございまし

た。 

 

☆ニコニコBOX☆ 
髙村 和朗 会員  会長、幹事一年間(会長は2年間) 

津留 三枝子 会員 お疲れさまでした！！ 

薄  雅幸 会員 

領家 宏治 会員 

佐々木 亘 会員 

荒木 行雄 会員 

鈴木 和弘 会員 

勝畑 元宏 会員 橋本会長・斉藤幹事お疲れ様でし 

餅田 則雄 会員 た！！ 

鈴木 貴志 会員 

鈴木 慶太 会員 

小川 義則 会員 初めて猟友会の方からイノシシの 

  捌き方を教わり、肉を取ることが 

  でき、6人にあげることができま 

  ました。例会で皆さんに食べても 

  らいたいと思って、聞いたらジビ 

  エはできないと、断れてしまい残 

  念。また、罠にかかったら欲しい 

  人に連絡します。

 



【出席報告】鈴木 和弘 出席･親睦担当部門長 

 

【プログラム】会長・幹事挨拶 

「一年を振り返って」 

橋本 郁男 会長 

 
この一年間ご協力ありがとうございました。 

昨年に引き続き、会長職をやらせていただいて

本当にありがとうございました。 

今年の思い出は、秩父の夜祭とみんなで一緒に

踊ったインターシティミーティングのマツケン

サンバです。特に練習の時インターシティミー

ティングに参加する人もしない人も一緒に練習

ができたのが印象に残っています。 

また社会奉仕活動では袖ケ浦臨海公園の清掃も

多くの会員のみなさんが参加してくださり、本

当に感謝しています。 

最後に内規への追加で法人会員制度を新しく入

れることができました。 

次年度荒木行雄会長を盛り立てていきたいと思

います。 

一年間、本当にありがとうございました。 

 

 

 

斉藤 真己 幹事 

 
一年間至らないことばかりだったと思いますが、

橋本会長はじめ皆様に助けていただき、 

無事終えることができました。ありがとうござ

いました。 

私は、まだまだ現場に出なくてはならず、また

例会の時間帯がちょうど稼ぎ時で忙しい時間な

のできちんと幹事の役目をつとめられるか不安

でしかなかったのですが、一年を終えホッとし

ています。 

例会に間に合わないとあわてて猛スピードで走

ってきたり、お弁当とスタッフを乗せたまま来

たこともありました。また、会社の行事とロー

タリークラブの行事が重なり、どちらに参加す

るか迷い、ロータリークラブの行事に参加した

ときは、スタッフから、普段利益あげろ、人件

費けずれといっている私が利益よりもロータリ

ークラブの行事に出席したことに理解できない

という声もありました。そんななか、すだてや

荏原さんの夏祭り、飲み会に参加させていただ

いたスタッフが、理解して気持ちよく送り出し

てくれ、私自身スタッフや家族にどのような集

まりなのか理解してもらえるよう説明をしたり、

親睦家族例会などには一緒に参加して感じても

らうことが大切だなということ。自身のスケジ

ュールの組み方など学びました。 

思い出に残っているのは、地区大会で、晩餐会

は素敵な時間を経験することができ、また二日

目の地区大会では久しぶりに知人に会い、そこ

から他クラブのゴルフにいったり、飲みにいっ

たり、旅行にいったり、人付き合いが苦手なの

 会員数 出席会員 欠席会員 出席免除 

22名 16名 5名 1名 

出席率 前々回修正出席率 

76.19％ 90.00％ 

欠席者 松尾会員、鈴木孝雄会員、髙木会員、白

根会員 

ﾒー ｸｱｯﾌ゚  福原会員 

例会 7/14 クラブ協議会 新年度活動計画 

      ※ガバナー補佐来訪 

   7/21 休会(海の日) 

   7/28 直前会長・幹事慰労会 ※夜間例会 

      ※定例理事会17：30～ 



ですが、ロータリアンというだけで勝手に親近

感がわくものなのか、あちこちと交友関係が広

がり楽しいなー、と思うことが増え 

とてもいい経験をさせていただいたと感謝して

おります。 

ホッとしたのもつかのまで次々年度は会長とい

う大役を仰せつかり、この一年いい経験ができ

たといいながも、今から不安しかありませんが、

温かい目でご協力いただけたらと思います。お

願いいたします。 

１年間ありがとうございました。 

 

 
 

 
 

 

【写真提供：小川会員】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

文責：白根 周作クラブ会報･雑誌担当 


